
1 

 

Aquatic Animals 2026 | 4 May | Taniguchi et al. AA2026-29 

 

水生動物 第 2026巻 

令和 8年 5月 

  

滋賀県立琵琶湖博物館収蔵標本に基づく高知県物部川水系および 

渡川水系産イチモンジタナゴの記録 

 
Records of Acheilognathus cyanostigma collected from the Monobe and Watari River systems 

in Kochi Prefecture based on specimens deposited in the Lake Biwa Museum 
 

谷口倫太郎1,2*・太田啓佑3・金光隼平1,4・武山智博1 

Rintaro Taniguchi1,2, Keisuke Ota3, Junpei Kanamitsu1,4, Tomohiro Takeyama1 

 

1岡山理科大学生物地球学部生物地球学科，岡山県岡山市北区理大町1-1 
2魚と子どものネットワーク，三重県亀山市栄町1439-2 
3高知県高知市在住 
4岡山県岡山市在住 

 
1Department of Biosphere-Geosphere Science, Faculty of Biosphere-Geosphere Science, Okayama 

University of Science, 1-1 Ridai-cho, Kita-ku, Okayama-shi, Okayama 700-0005, Japan. 2Network of Fish 

and Children, 1439-2 Sakaemachi, Kameyama-shi, Mie 519-0111, Japan. 3Kochi City. 4Okayama City. 
 

*Corresponding author, e-mail: outdoor.fishing.rin@gmail.com 

 

Abstract 

The striped bitterling (Acheilognathus cyanostigma), a species of the family Cyprinidae, is naturally 

distributed in the Kinki region of central Japan. This species is spreading to various other areas due to the 

release of juvenile ayu (Plecoglossus altivelis) from Lake Biwa. This species has been reported in the 

Monobe, Kagami, and Niyodo river systems in central Kochi Prefecture, where it has been considered as an 

artificially introduced species. However, there is no documented record based on voucher specimens. We 

conducted meristic and morphometric analyses on bitterling specimens deposited at the Lake Biwa Museum 

and confirmed that three specimens collected from the Monobe and Watari rivers in Kochi Prefecture were 

A. cyanostigma. 

 
Key words: Kochi Prefecture; Monobe River system; Watari River system; Acheilognatus cyanostigma 

 

緒言 

コイ科 Cyprinidae タナゴ亜科 Acheilognathinae

タナゴ属 Acheilognathusに属するイチモンジタナ

ゴ Acheilognathus cyanostigma は、滋賀県淀川水系

琵琶湖を中心とする近畿地方に自然分布する日

本固有種の淡水魚類であり（国立研究開発法人国

立環境研究所 2026）、環境省レッドリストにおい

て絶滅危惧ⅠA 類に選定されている（環境省

2020）。その一方で、本種は日本各地で国内外来

種として侵入が確認されており（伊藤ら 2023）、

生息域外への分布拡大の原因として、琵琶湖産ア

ユ Plecoglossus altivelis altivelis の種苗放流への混

入と、愛好家による意図的な放流が示唆されてい

る（Kitazima et al. 2015）。九州地方北部における

外来魚類の侵略性を評価した研究においては、イ

チモンジタナゴは潜在的な侵略性が高いとされ

ている（Onikura et al. 2011）。本種が国内外来種

として定着している熊本県緑川水系では、在来の

タナゴ亜科魚類（以下、「タナゴ類」と記す）で

あ る セ ボ シ タ ビ ラ Acheilognathus tabira 

nakamurae との間で生息環境が重複あるいは類

似し、産卵基質であるイシガイ科の淡水性二枚貝

類を巡る競争関係にある可能性が示唆されてい

る（大畑ら 2012）。 

高知県においては、県中部に位置する物部川水

系、鏡川水系および仁淀川水系でイチモンジタナ
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ゴの生息が確認されている（落合ら 1980, 1984; 

谷口 1991; 国土交通省 2024）。県内では、コイ科

のアブラボテ Tanakia limbata、シロヒレタビラ

Acheilognathus tabira tabira、イトモロコ Squalidus 

gracilis gracilis、ゼゼラ Biwia zezera など、琵琶湖

産アユの種苗放流への混入により侵入したと考

えられる複数種の淡水魚類の生息が確認されて

いることから（落合ら 1984; 谷口 1991; 谷口ら

2020, 2021; 太田ら 2021）、本種も同様の経緯で

侵入した国内外来種と考えられており（落合ら

1980, 1984; 谷口 1991; 国土交通省 2024）、「高

知県で注意すべき外来種リスト」に掲載されてい

る（高知県 2020）。 

本研究の第一著者は、滋賀県立琵琶湖博物館に

おいて、収蔵標本の調査を行なっている。その過

程で、高知県物部川水系および渡川水系で採集さ

れたイチモンジタナゴの標本が確認された。物部

川は、高知県香美市の白髪山を源流としており、

高知県中部を流下し太平洋へ流入する、流程 71 

km、流域面積 508 km²の一級河川である（国土交

通省 2026a）。物部川水系におけるイチモンジタ

ナゴは 1974 年、1979 年および 1984 年に物部川

本流において生息が確認されているが（落合ら

1980, 1984）、1984 年以降は確認されていない（国

土交通省 2026b）。また、落合ら（1984）は、物

部川で採集された本種と推察される 1 個体の写

真を掲載しているが、同定の根拠は示されておら

ず、標本も確認できない。一方、渡川は高知県高

岡郡津野町の不入山を源流とし、窪川盆地、中村

平野を経て、中筋川及び後川と合流し、太平洋へ

と注ぐ流程 196 km、流域面積 2186 km²の一級河

川である（国土交通省 2026c）。現在のところ、

渡川水系におけるイチモンジタナゴの生息は確

認されていない（国土交通省 2026b）。 

外来魚が在来生態系に及ぼす影響を評価し、対

策を検討するためには、移植された地点および経

緯を推定するとともに、移植後の分布状況を研究

することが重要である（森内ら 2024; Tsuji et al. 

2024）。本稿では、これまで標本に基づく記録が

なかった高知県物部川水系および記録自体がな

かった渡川水系産のイチモンジタナゴについて、

滋賀県立琵琶湖博物館に登録・収蔵されていた標

本の外部形態的特徴に基づいて報告する。 

 

材料および方法 

計数計測 今回用いたイチモンジタナゴの標本

はすべて滋賀県立琵琶湖博物館（LBM）に登録・

収蔵されている。高知県物部川水系において採集

された後、1999 年に受入され、99%エタノールで

固定および保管されている 1 個体（登録番号: 

LBM 1210015345）、10 %ホルマリンで固定および

保管されている 1 個体（登録番号 : LBM 

1210016130）、渡川水系で採集された後、1995 年

以前に受入され、10 %ホルマリンで固定後、70 %

エタノールに置換して保管されている 1 個体（登

録番号: LBM 1210003155）を用いた。なお、各標

本が採集された年月日は不明である。各標本は、

岡山理科大学生物地球学部生物地球学科に移送

し、撮影および計数計測を行った。計数計測は、

Arai et al.（2007）に従いデジタルノギス（シンワ

製: 19975）を用い 0.01 mm 単位まで行なった。計

測値は標準体長（SL）に対する百分率（%）で示

した。 

 

結果 

Acheilognathus cyanostigma Jordan et Fowler, 1903 

イチモンジタナゴ 

 

標本 A: LBM 1210015345、雌、33.1 mm SL、高

知県土佐山田町（現、香美市）物部川水系、1999

年受入（Fig. 1 A）; B: LBM 1210016130、雄、36.5 

mm SL、高知県土佐山田町（現、香美市）物部川

水系、1999 年受入（Fig. 1 B）; C: LBM 1210003155、

雌、45.0 mm SL、高知県中村市（現、四万十市）

渡川水系、1995 年受入（Fig. 1 C）。 

 

記載 計数計測値と体各部の標準体長に対する

割合を Table 1 に示した。体は楕円形で側扁する。

吻は尖り、口は小さく下方に位置し、口ひげは 1

対で著しく短い。前鼻孔と後鼻孔が互いに接近し、

前鼻孔の後縁には皮弁がある。眼は正円系に近く、

上顎後縁よりも後方に位置する。側線は完全で、 
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Fig. 1. Specimens of Acheilognathus cyanostigma collected in Monobe River system and Watari River 

system, Kochi Prefecture, Japan (A: LBM 1210015345, female 33.1 mm, B: LBM 1210016130, male 36.5 

mm, C: LBM 1210003155, female 45.0 mm in standard length). Photo by Keisuke Ota. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鰓蓋上部から始まり背鰭終端の真下まで緩やか

に下り、尾鰭基部まで体軸とほぼ平行に伸びる。

肛門は腹鰭基部の後方に開孔する。背鰭基部は肛

門の前方、後縁は臀鰭基部よりも後方に位置する。

臀鰭基部は背鰭基部よりも後方、後縁は背鰭後縁

より後方に位置する。腹鰭基部は背鰭基部の真下

に位置し後縁は背鰭後縁を超えない。胸鰭は低位

で眼の下縁よりも下方に位置する。尾鰭は二叉形

で、両葉後端はやや尖る。 

 

固定後の色彩 99 %エタノール固定（LBM 

1210015345: Fig. 1 A）：体の地色は淡黄色で頭部

から背面は茶褐色。肩部から尾鰭基底部まで茶褐

色の縦帯が走り、前端の斑点は不明瞭。虹彩は銀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白色で、瞳孔は乳白色。背鰭、臀鰭、腹鰭、尾鰭

は半透明の淡褐色で胸鰭は淡黄色。 

 10 %ホルマリン固定（ LBM 1210016130, 

1210003155: Fig. 1 B, C）：体の地色は淡黄色で頭

部から背面は茶褐色。肩部から尾鰭基底部まで茶

褐色の縦帯が走り、その前端は斑点状になる。虹

彩は黒色で、瞳孔は茶褐色。背鰭、臀鰭、腹鰭、

尾鰭は半透明の淡褐色で胸鰭は淡黄色。 

 

分布 ミトコンドリア DNA（mtDNA）のチトク

ロム b（cytb）遺伝子の塩基配列解析から、イチ

モンジタナゴには 3 クレード（1～3）があり、琵

琶湖周辺および淀川水系ではクレード 1 のみが

検出されることが報告されている（Kitazima et al. 
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Table 1. Meristic and morphometric data of Acheilognathus cyanostigma collected in Monobe River 

system and Watari River system, Kochi Prefecture, Japan. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015）。そのため、他地域で見られるクレード 1

個体は、琵琶湖からの放流アユに伴って侵入して

きた個体に由来する可能性が高い。 

 

備考 本標本は、体高が低い、口ひげが短い、側

線縦列鱗数が 40 以下、側線が完全、背鰭分枝軟

条数および臀鰭分岐軟条数が 8、体側縦帯の前端

は肩部の暗色斑にまで達するなどの特徴が、細谷

（2013）の示した Acheilognathus cyanostigma の

特徴に一致したため、イチモンジタナゴに同定さ

れた。 

物部川水系におけるイチモンジタナゴは、落合

ら（1984）が、物部川で採集された本種と推察さ

れる 1 個体の写真を掲載しているものの、標本は

残されておらず、同定の根拠は示されていない。

そのため、本研究は物部川水系におけるイチモン

ジタナゴの標本に基づく初めての記録となる。物

部川水系では、1974 年、1984 年に本種の生息が

確認されており、再生産の可能性が示唆されてい

るが（落合ら 1980, 1984）、これ以降は生息が確認

されていない。近年の物部川水系における淡水魚

類相に関する知見は、国土交通省による河川水辺

の国勢調査の結果に限定されており、2000 年、

2005 年、2009 年、2014 年、2019 年に調査が行わ

れているが、いずれの報告においても本種の生息

は確認されていない（国土交通省 2026b）。そのた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

め、物部川水系では、2000年以降、本種は生息し

ていない可能性が示唆される。 

渡川水系におけるイチモンジタナゴは、既報に

おいて生息が確認されていない。そのため、本研

究は渡川水系における本種の標本に基づく初め

ての記録である。今回用いた渡川水系産イチモン

ジタナゴの標本は、採集された年月日が不明であ

るものの、1995 年に滋賀県立琵琶湖博物館に受

け入れされたことから、1995 年以前に採集され

たと考えられる。しかし、渡川水系に生息する淡

水魚類が掲載されている「四万十川の魚図鑑」（大

塚ら 2010）に本種は掲載されていない。また、近

年の渡川水系における淡水魚類相に関する知見

は、国土交通省による河川水辺の国勢調査の結果

に限定されており、2002 年、2006 年、2011 年、

2016 年に調査が行われているが、イチモンジタ

ナゴの生息は確認されていない（国土交通省 

2026b）。そのため、渡川水系では、本標本が採集

されて以降、本種は生息していない可能性が示唆

される。 

高知県では、複数の水系（物部川、鏡川、仁淀

川の各水系）において、琵琶湖産アユの種苗に混

入し、生息域外へ移植された複数の淡水魚類が確

認されている。上述したように、物部川水系では、

コイ科のアブラボテやゼゼラなどが侵入してい

る（太田ら 2021; 谷口ら 2021）。落合ら（1980）



5 

 

Aquatic Animals 2026 | 4 May | Taniguchi et al. AA2026-29 

 

は、1979 年に物部川河口で 1 個体のイチモンジ

タナゴを採集し、琵琶湖産アユの種苗放流への混

入が侵入の経緯と考察した。そのため、本研究に

おいて物部川水系で採集されたイチモンジタナ

ゴも、同様の経緯で侵入した可能性がある。同様

に、渡川水系においても、琵琶湖固有種のコイ科

であるハス Opsariichthys uncirostris や、中華人民

共和国が原産地であるコイ科のハクレン

Hypophthalmichthys molitrix などが、琵琶湖産アユ

の種苗と共に当地に侵入している（落合ら 1980; 

岡村 1990; 谷口 1992）。従って、本研究で報告す

る渡川水系産イチモンジタナゴも、物部川水系の

ものと同様の経緯で侵入した可能性が推測され

た。 

国内外来のタナゴ類は、在来のタナゴ類に対し

て産卵基質の競合や交雑といった負の影響を及

ぼす（Hata et al. 2021）。イチモンジタナゴの生息

が確認されている物部川水系、仁淀川水系、渡川

水系には、在来のタナゴ類であるヤリタナゴ 

Tanakia lanceolata が生息している（高橋 2002; 谷

口・太田 2022; 谷口ら 2022）。現在は、これらの

水系においてイチモンジタナゴの生息は確認さ

れていないが、生息していた場合、本種がヤリタ

ナゴへ及ぼす影響が懸念される。イチモンジタナ

ゴが在来生態系に及ぼす影響を評価し、対策を検

討するためには、今後、高知県における本種のよ

り詳細な分布状況を研究することが重要である

と考えられる。 
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